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ぼくたちも

ぼくたちも

500500
年続く伝統を

年続く伝統を

引き継いでいます！

引き継いでいます！

陀々堂の鬼走り500年続く鬼と火の祭り

　国の重要無形民俗文化財にも指定される「鬼
走り」が念仏寺陀々堂（大津町）で開催されまし
た。燃えさかる巨大なたいまつを振りかざした
鬼が堂内を練り歩き、住民の災厄を払うとされ
るこの祭りは、地域の住民が５００年もの長い
期間、脈々と受け継いできたものです。
　夜の祭りを前に、夕方には地域の小中学生16
人が「子ども鬼走り」で、伝統の祭りを体験しま
した。小さなたいまつと鬼の面を持って伝統の
作法を立派に行った子どもたち。「重いたいま
つを持つお父さん達はすごい！」と伝統の重み
と大人への敬意を感じたようです。
（1月14日撮影）

夜の鬼走りは大迫力です
境内に子鬼が登場

伝統の作法を体験
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新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
た
新
成
人
た
ち
を
祝
い
、

大
人
と
し
て
の
責
任
と
誇
り

を
持
っ
て
人
生
を
歩
み
始
め

る
門
出
の
場
、
成
人
式
。

　

五
條
市
で
は
、
今
年
３
５

８
人
が
成
人
を
迎
え
、
会
場

の
市
民
会
館
に
は
２
９
７
人

の
新
成
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
太
田
市

長
や
益
田
議
長
か
ら
、
お
祝

い
や
激
励
の
言
葉
が
参
加
者

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

新
成
人
を
代
表
し
て
、
４
名

の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

発
表
。
将
来
の
抱
負
や
目
標
、

育
て
て
く
れ
た
両
親
へ
の
感

謝
な
ど
を
述
べ
、
立
派
な
大

人
に
な
ろ
う
と
新
成
人
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

五
條
市
成
人
式

未
来
を
担
う
新
成
人 

３
５
８
人
の
新
た
な
門
出

　

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
夢
を
追

い
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
忘
れ
ず
、

思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
に
共
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　

  

五
條
市
長　

太
田 

好
紀

　

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

失
敗
し
て
も
夢
を
あ
き
ら
め
な

い
で
く
だ
さ
い
。
一
回
き
り
の

人
生
。
精
一
杯
自
分
の
足
で
歩

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
治
活
動
や
清
掃
な

ど
、
簡
単
な
事
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

五
條
市
議
会
議
長 

益
田 

吉
博

　

現
在
は
看
護
師
に
な
る
た
め
勉
強

し
て
い
ま
す
。
し
ん
ど
い
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
患
者
様
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
す
ば
ら
し
い
職
業
。
将
来
看
護
師

に
な
っ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
歳
を
迎
え
、
大
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
く

覚
悟
で
す
。
後
に
続
く
後
輩
た
ち
の

見
本
に
な
る
よ
う
な
社
会
人
を
目
指

し
ま
す
。

　

私
は
今
、
大
学
で
様
々
な
機
械
機

器
を
設
計
・
開
発
す
る
学
問
、
機
械

工
学
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
勉

強
に
励
み
、
努
力
を
重
ね
て
日
本
の

先
端
技
術
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
な

り
た
い
で
す
。

　
「
偉
大
な
人
、
成
功
を
お
さ
め
た
人

達
は
、
常
に
感
謝
を
持
ち
続
け
る
人

で
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
も
常
に
感
謝
を

持
っ
て
あ
ゆ
み
続
け
た
い
で
す
。

大垣　汐里さん

　

私
は
人
の
役
に
立
ち
た
く
て
、
社

会
福
祉
士
を
目
指
し
て
大
学
で
学
び

な
が
ら
、
学
童
保
育
や
、
野
原
中
学

校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
教
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
で
、
参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
で
考
え
、
行
動
に
移
す
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。　

成
人
の
節

目
に
、
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

周
り
の
人
を
幸
せ
に
で
き
る
立
派
な

大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。堀尾　健児さん 小柗　智誠さん

片山　有由美さん

　

私
は
薬
剤
師
に
な
る
た
め
大
学
で

人
の
体
の
機
能
や
薬
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
、
薬
剤
師
な
ら
で
は
の

治
療
法
や
、
昔
か
ら
あ
る
漢
方
薬
の

す
ご
さ
な
ど
薬
学
部
の
魅
力
に
ふ
れ
、

よ
り
一
層
薬
剤
師
に
な
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
は
病
院
で
働
き
、
患
者
さ
ん

の
声
を
聞
き
、
信
頼
さ
れ
る
薬
剤
師

に
な
り
た
い
で
す
。

新成人を代表して意見を発表した皆さん

五條市歌を斉唱する新成人の皆さん

2GOJO ニュース
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15

安
全
・
安
心
を
守
る
ま
ち
の
防
災
の
拠
点

新
消
防
庁
舎
が
完
成

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
建
設

に
着
手
し
て
い
た
新
消
防
庁

舎
が
竣
工
し
、
去
る
12
月
15

日
に
竣
工
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。

　

新
庁
舎
は
防
災
施
設
の
中

枢
と
し
て
、
大
規
模
な
地
震

に
も
耐
え
る
耐
震
構
造
で
、

太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
る
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
環
境
性
能

に
も
す
ぐ
れ
、
庁
舎
内
に
雨

水
貯
水
槽
を
設
置
す
る
な
ど

最
新
の
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
防
災
力
の
強
化
に

努
め
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
消
防
行
政
に
尽
力
し
ま
す
。

現
在
、
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム

の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
２

月
中
の
運
用
開
始
を
目
指
し

て
整
備
中
で
す
。

■
施
設
概
要

■
所
在
地

　

今
井
４
丁
目
３
番
２
３
号

■
敷
地
面
積　

４
０
７
３
㎡

■
主
な
施
設

▼
庁
舎
棟

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

  
（
地
下
１
階
／
地
上
３
階　

建
築
面
積
１
０
３
９
㎡
）

▼
訓
練
棟

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

  

（
地
上
５
階　

建
築
面
積　

９
５
㎡
）

まちの防災の拠点が完成しました5階建ての訓練塔

２階の通信指令室 屋上にはソーラーパネルを設置

地下の自家発電設備

　

新
春
恒
例
の
五
條
市
消
防

出
初
式
が
、
上
野
公
園
で
開

催
さ
れ
、
消
防
職
・
団
員
約

６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
職
・
団

員
の
行
進
の
後
、
消
防
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
優
良
消
防

１
14

防
火
、防
災
の
志
を
新
た
に

五
條
市
消
防
出
初
式

職
員
や
消
防
団
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
ら
が
見
守
る
中
、
消
防
車

両
に
よ
る
放
水
演
習
を
実
施
。

色
と
り
ど
り
の
水
ア
ー
チ
に
、

参
加
し
た
関
係
者
は
市
民
の

安
心
、
安
全
を
守
る
使
命
達

成
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

→

→

勇壮な消防団の行進

一
斉
放
水
の
様
子

太
田
市
長
に
人
員
報
告
す
る
消
防
職
員

3 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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北
宇
智
小
学
校
か
ら
金
剛

山
の
ち
は
や
園
地
を
目
指
す

雪
中
金
剛
登
山
が
行
わ
れ
、

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年

生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
３
０

１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
頂
付
近
で
は
20
㎝
の
積

友達と一緒に山頂を目指します

 

パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ

お
父
さ
ん
も
楽
し
く
育
児

　

日
刊
工
業
新
聞
社
が
、

日
本
経
済
の
発
展
と
地
域

社
会
に
貢
献
し
た
企
業
経

営
者
を
表
彰
す
る
第
31
回

優
秀
経
営
者
顕
彰
で
、
株

式
会
社
櫻
井
（
五
條
工
場
：

住
川
町
１
２
８
８
）
の
創

業
者
（
現
会
長
）
櫻
井
昭

三
氏
（
77
歳
）
が
優
秀
創

業
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
社
は
昭
和
48
年
に
創
業

し
、
集
成
材
を
中
心
に
吉

野
杉
の
美
し
さ
を
生
か
し

た
化
粧
柱
な
ど
を
開
発
。

平
成
23
年
度
か
ら
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
・
な
ら
工
業
団
地

で
五
條
工
場
の
操
業
を
開

始
し
て
お
り
、
同
年
発
生

し
た
台
風
12
号
災
害
に
伴

う
復
興
住
宅
の
建
設
に
あ

た
り
木
材
の
一
部
提
供
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

雪
が
あ
り
、
参
加
者
は
疲
れ

も
忘
れ
て
一
面
の
雪
景
色
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
昼
食

時
に
は
、
ス
カ
ウ
ト
育
成
協

議
会
に
よ
り
温
か
い
豚
汁
が

振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
で
色
々
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
交
流
し
、
お
父
さ

ん
に
楽
し
く
育
児
に
参
加
し

て
も
ら
お
う
と
開
催
し
て
い

る
「
パ
パ
サ
ロ
ン
」。
今
回
は

カ
ル
ム
五
條
を
会
場
に
、
５

組
の
親
子
が
参
加
し
て
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は

料
理
で
お
父
さ
ん
と
の
絆
を

深
め
た
ほ
か
、
児
童
館
の
先

生
と
歌
遊
び
や
工
作
を
す
る

な
ど
、
楽
し
く
休
日
の
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
２
月
23
日
（
日
）
に
開

催
し
ま
す
。

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

■
対
象　

２
歳
半
か
ら
未
就
学
ま
で

の
子
ど
も
と
父
親
（
定
員
10
組
）

■
内
容　

簡
単
な
食
事
作
り

■
費
用　

３
０
０
円
程
度

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ

ナ
（
頭
を
覆
う
物
）、
手
拭
タ

オ
ル
、
お
茶

※

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
母
子
保
健
係

　

本
庁
（
内
線
２
８
９
）

雪中金剛登山第37回

山頂は一面の雪景色

カ
ル
ム
五
條

美しい自然に、寒さも忘れます

市
の
災
害
復
旧
に
集
成
材
を
提
供

株
式
会
社
櫻
井

優
秀
経
営
者
顕
彰
優
秀
創
業
者
賞
を
受
賞

無
料
法
律
相
談
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

法
令
知
識
に
よ
り
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
の
相
談

■
相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時 

※

相
談
時
間
は
約
30
分
で
す
。

　

予
約
面
談
制
で
す
。
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

市
内
に
在
住
す
る
人

■
相
談
者　

奈
良
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士

■
申
込
・
問
合
先

　

中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
２
０
３
５

パパと楽しく料理

児童館の先生と歌遊びや工作も

完成したカップケーキ

4GOJO ニュース
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中
央
体
育
館
で
市
民
卓

球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
一
般
男
子
１
部

　

優
勝　
　

阪
口　

稔
一

　

準
優
勝　

斉
藤　

満
義

　

３
位　
　

峯
野　

博
己

　

３
位　
　

栗
本　

寛
之

▼
一
般
男
子
２
部

　

優
勝　
　

井
元　
　

章

　

準
優
勝　

堀
田　

広
一

　

３
位　
　

湯
川　

喜
次

　

３
位　
　

吉
原　

悠
眞

▼
一
般
女
子

　

優
勝　
　

安
満　
　

遥

　

総
勢
２
３
１
人
が
参
加

し
て
吉
野
川
河
川
敷
で
開

催
さ
れ
た
大
会
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
市

内
在
住
の
上
位
入
賞
者
・

敬
称
略
）

■
男
子
10
ｋ
ｍ

▼
20
代

　

２
位　

南
出　

博
文

▼
30
代

　

３
位　

清
嶋　
　

満

■
男
子
５
ｋ
ｍ

▼
10
代

　

２
位　

西
出　

光
希

▼
30
代

　

３
位　

古
西　

政
彦

▼
70
代

　

２
位　

阪
ノ
上　

豊

吉野川師走マラソン大会
寒さに負けず快走

12
８

な
つ
み
台
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
中
の

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
・
大
和
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

12
15

　

な
つ
み
台
の
社
有
地
に
、
環
境

に
配
慮
し
た
総
出
力
８
メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
大
規
模
太

陽
光
発
電
所
）
を
建
設
す
る
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
㈱
（
社
長 
大
野
直

竹
氏
）と
大
和
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱（
社

長 

松
嶋
秀
和
氏
）。
こ
の
た
び
、

「
市
の
庁
舎
に
も
環
境
に
優
し
い

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
」
と
、
市
役
所

庁
舎
前
に
太
陽
光
と
風
力
で
発
電

す
る
照
明
設
備
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
設
備
に
は
現
在
の

発
電
量
な
ど
が
モ
ニ
タ
ー
さ
れ
、

来
庁
者
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
を
啓
発
し
ま
す
。

　

準
優
勝　

山
本　

仁
子

　

３
位　
　

西
浦　

孝
子

▼
小
中
学
生
男
子
１
部

　

優
勝　
　

安
満　

琉
斗

　

準
優
勝　

橋
本　
　

豊

　

３
位　
　

松
本　

幸
樹

　

３
位　
　

釜
田　

凌
弥

▼
小
中
学
生
男
子
２
部

　

優
勝　
　

田
中　

龍
一

　

準
優
勝　

福
田　

琉
貴

　

３
位　
　

川
西　

真
明

　

３
位　
　

小
松　

良
輝

▼
小
中
学
生
女
子
１
部

　

優
勝　
　

田
中　

美
保

　

準
優
勝　

辻
村　

真
央

　

３
位　
　

瀧
本　

華
鈴

第 31回

１
９

10
13

五夢りんの石像が寄贈されました

五條小学校マスコットキャラクター
12
25～

石像は小学校の玄関で生徒を迎えています

　

こ
の
度
、多
田
石
材
店（
代
表　

多
田
周
二
氏
）か
ら
五
條
小
学
校

に
、同
小
学
校
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
五
夢
り
ん
」の
石
像

が
寄
贈
さ
れ
、石
像
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。レ
ー
ザ
ー
や
手

作
業
で
作
成
さ
れ
た
石
像
は
高
さ

約
80
セ
ン
チ
で
、校
舎
の
入
口
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。寄
贈
式
に

出
席
し
た
多
田
石
材
店
、多
田
真

一
氏
か
ら
は「
自
分
も
子
ど
も
も

お
世
話
に
な
っ
た
母
校
に
恩
返
し

し
た
い
。可
愛
い
石
像
が
子
ど
も

た
ち
の
心
の
支
え
に
な
れ
ば
」と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
位　
　

中
本　

美
冬

▼
小
中
学
生
女
子
２
部

　

優
勝　
　

岡
本
侑
里
香

　

準
優
勝　

木
村　

円
香

　

３
位　
　

阪
口　

結
華

　

３
位　
　

井
上　

真
緒

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
１
部

　

優
勝　
　

田
野
瀬
俊
夫

　

準
優
勝　

逢
坂　

龍
二

　

３
位　
　

瀧
川　

健
司

　

３
位　
　

島
田　

勝
己

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
２
部

　

優
勝　
　

森
本
富
美
子

　

準
優
勝　

中
迫
耕
三
郎

　

３
位　
　

堤　
　
　

緑

　

３
位　
　

萬
谷　

京
子

市民卓球大会
119人が熱戦

第 30回

■
男
子
２
．
５
ｋ
ｍ

▼
小
１

　

１
位　

倉
好　

英
徳

　

３
位　

田
中　

蓮
叶

▼
小
２

　

２
位　

西
尾　

佳
也

▼
小
４

　

２
位　

倉
好　

敬
士

　

３
位　

横
谷　

隆
誠

▼
小
５

　

１
位　

川
西　
　

革

　

２
位　

上
辻　

真
弥

■
女
子
10
ｋ
ｍ

▼
30
代

　

３
位　

増
下
紗
絵
子

▼
40
代

　

２
位　

川
嶋　

克
美

■
女
子
５
ｋ
ｍ

▼
10
代

　

１
位　

植
田
は
る
み

　

２
位　

西
出　

早
織

　

３
位　

西
出　

伎
玖

▼
30
代

　

２
位　

渡
邉　

祐
子

■
女
子
２
．
５
ｋ
ｍ

▼
小
１

　

１
位　

花
坂　

陽
葵

▼
小
２

　

２
位　

阪
本　

理
澄

　

３
位　

椋
本　

真
心

▼
小
４

　

２
位　

尾
崎　

千
聖

　

３
位　

辰
己　

亜
希

▼
小
５

　

１
位　

辰
己　
　

愛

　

２
位　

西
尾　

愛
光

ご      む

エ
コ
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

　
　
　
　

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

市役所前に設置されたモニュメント

5 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



国 際 交

流

E x c h ange
I n ternational

　　As I’m writing this, it’s the beginning of December, 
meaning that it’s also the beginning of winter.  Winter, 
both in Japan and in Australia, is my least favourite season. 
However, I have to admit that winter is not all bad.  
　　I love winter food.  Nabe, home-cooked spicy food and 
chocolate are all great foods for winter.  Allright, chocolate 
is a great food for any time of the year!
　　I love my kotatsu.  I really wish we had these in 
Australia. The only problem with my kotatsu is that I have 
trouble leaving it to do other stuff. What I need is a 
portable kotatsu!   
　　And last but not least, snow.  I hate cold weather but I 
love snow. In fact, this winter I’m going to Hokkaido for 
five days to enjoy the snow.  I’m also looking forward to it 
snowing in Gojo.  I love seeing the mountains covered in 
snow.
Recipe ‒ Chocolate Self-saucing Pudding
Ingredients
▼1 cup self-raising flour 
　(or 1 cup plain flour + 2 tsp baking powder)
▼2 tablespoons cocoa powder
▼1/2 cup brown sugar
▼80g butter, melted, cooled
▼1/2 cup milk
▼1 egg, lightly beaten
▼thick cream or ice-cream and berries, to serve
Sauce
▼3/4 cup brown sugar
▼2 tablespoons cocoa powder, sifted
▼1 1/4 cups boiling water
Method
1.Preheat oven to 180℃. Grease an 8-cup capacity 
ovenproof baking dish. Sift flour and cocoa into a large 
bowl. Stir in sugar.
2.Combine butter, milk and egg in a jug. Slowly add to flour 
mixture, whisking until well combined and smooth. 
Spoon into baking dish. Smooth top.
3.Make sauce: Sprinkle combined sugar and cocoa over 
pudding.
4.Slowly pour boiling water over the back of a large metal 
spoon to cover pudding. Place dish onto a baking tray. 
Bake for 35 to 40 minutes or until pudding bounces back 
when pressed gently in centre. Serve hot with cream and 
berries.

　私がこの記事を書いているのは、12月の初め、冬の始まり
とも言える頃です。私は、日本の冬もオーストラリアの冬も、
あまり好きではありません。しかし、冬のすべてが嫌いという
わけでもありません。
　私は、冬の食べ物が大好きです。鍋料理、家庭で作る辛い食
べ物、それにチョコレートは、冬にはとても美味しいです。チ
ョコレートについては、一年中どの時期でも美味しいですけれ
どね！
　私は、こたつが大好きです。オーストラリアにもあればいい
なと本当に思います。その唯一の欠点は、用事をするときに、
こたつを出なければならないことです。私に必要なのは、持ち
運びのできるこたつです！
　そして、最後になりましたが、決して軽視できないのは雪で
す。私は、寒い季節は嫌いですが、雪は大好きです。実際、こ
の冬は雪を楽しむために、５日間北海道へ行く予定です。五條
にも雪が降るのを楽しみにしています。私は、雪でおおわれた
山々を見るのが大好きです。
チョコレート・セルフ-ソーシング・プディング
材　料
▼小麦粉（セルフ・レイジング・フラワー）１カップ　
（または、薄力粉１カップに、ベーキングパウダー大さじ１混
ぜたものでもよい）
▼ココアパウダー　大さじ２
▼ブラウンシュガー　1/2カップ
▼バター　80グラム（溶かして、冷ましておく）
▼牛乳　1/2カップ
▼卵　1個（軽く溶いておく）
▼飾り付け：シッククリーム（生クリームとカスタードクリー
ムを混ぜたようなクリーム）、アイスクリーム、ベリー類
ソース
▼ブラウンシュガー　　3/4カップ
▼ココアパウダー　　大さじ2（ふるいにかけておく）
▼お湯　　1と1/4カップ
作り方
①オーブンを180℃に予熱する。耐熱容器（容量8カップ以
上）にバターを塗っておく。小麦粉とココアをふるいにかけ、
砂糖と混ぜる。
②バター、牛乳、卵を混ぜ、①の小麦粉にゆっくり注ぐ。なめ
らかになるまでよく混ぜる。スプーンですくって容器に入れ、
表面を平らにしておく。
③ソースを作る。砂糖とココアを混ぜ、②の生地の上に振りか
ける。
④③でできたプディング生地の上に、熱湯を注ぐ（スプーンの
背で受けながらゆっくり注ぐと上手くいく）。オーブンに入
れ、35～40分焼く。真ん中をそっと押して弾力があれば出
来上がり。温かいうちにクリームとベリーを添えて出す。

“ Winter ” “ 冬 ”

英語
コミュ

ニケー
ション

第 58 回

Now in Japan it is winter but in Australia it is summer. Winter in Australia is from June 
until August. In my town, Adelaide, winter is the rainiest season. It never snows. 

こんにちは、　

セーラ ディンハムです

日本では、今、冬ですが、オースラリアは夏です。オースラリアの冬は６月から８月までです。
私の生まれ故郷であるアデレードでは、冬は最も雨が降る季節です。雪は決して降りません。

6国際交流



図書館ホームページ
ができました！
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図
書
館
だ
よ
り

お
ス
ス
メ
新
刊
紹
介
し
ま
す
！

２ 月

「
名
画
の
謎
」

　
（
中
野 

京
子
／
著　

文
藝
春
秋
）

　

古
代
の
ハ
ン
ニ
バ
ル
か
ら
、
印
象

派
時
代
の
パ
リ
の
庶
民
を
経
て
、
ナ

チ
ス
に
追
わ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
画
家
ま

で
、
過
去
の
実
在
の
人
間
た
ち
を
描

い
た
絵
画
を
紹
介
。

「
武
器
よ
り
一
冊
の
本
を
く
だ
さ
い
」

（
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ナ
・
マ
ッ
ツ
ァ
／
著  

金
の
星
社
）

　

わ
た
し
が
勉
強
し
た
い
と
い
う
思

い
を
、
銃
で
撃
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

女
性
の
教
育
に
つ
い
て
訴
え
、
タ
リ

バ
ン
に
撃
た
れ
た
少
女
マ
ラ
ラ
・
ユ

ス
フ
ザ
イ
の
物
語
。

そ
の
他
新
刊  

〜
大
人
の
本
〜

☆
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と（
緒
方
貞
子
／

著　

P
H
P
研
究
）

☆
め
ぐ
り
糸（
青
山
七
恵
／
著　

集
英
社
）

☆
古
本
屋
ツ
ア
ー
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン　

全

国
古
書
店
め
ぐ
り

そ
の
他
新
刊  

〜
子
ど
も
の
本
〜

☆
よ
る
の
と
し
ょ
か
ん（
こ
は
ら 

か
ず
の
／

作　

光
村
教
育
図
書
）

☆
ダ
ヤ
ン
妖
精
に
な
る（
池
田　

あ
き
こ
／

著　

ほ
る
ぷ
出
版
）

☆
木
か
げ
の
秘
密（
浅
野　

竜
／
作　

学
研

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

問合先　市立図書館
☎22・4133（水曜休館）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

☆
お
は
な
し
会

　

２
月
23
日（
日
）２
時
〜
２
時
30
分

　

図
書
館
２
階
乳
幼
児
室

五
條
市
立
図
書
館
の
蔵
書
は
約
10
万

冊
。
正
し
い
場
所
に
あ
る
か
…
汚
れ

て
い
な
い
か
…
な
ど
、
1
冊
1
冊
点

検
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
日
常
で
き

な
い
作
業
を
行
い
、
本
を
使
い
や
す

く
整
理
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
返
却
ポ
ス
ト
は
使
用
で
き
ま
す
。

蔵
書
点
検
の
た
め

２
月
５
日（
水
）〜
19
日（
水
）

は
休
館
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
は
４
月
か
ら
新
学
年
で

す
が
、ブ
ラ
ジ
ル
の
学
校
は
12
月

に
１
年
を
終
え
、１
月
末
も
し
く

は
２
月
か
ら
新
し
い
１
年
が
始

ま
り
ま
す
。日
本
語
学
校
も
毎
年

12
月
に
１
年
の
締
め
く
く
り
の

修
了
式
（
兼
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
）を
、生
徒
や
保
護
者
の

方
々
と
し
ま
す
。今
年
は
、被
災

地
応
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」を

み
ん
な
で
練
習
し
、発
表
し
ま
し

た
。ま
た
、こ
の
歌
の
ビ
デ
オ
を

撮
り
、N
H
K
の
「
１
０
０
万
人

の
花
は
咲
く
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。

生
徒
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な

花
を
作
っ
て
も
ら
い
、そ
れ
を
持

っ
て
歌
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
去
年
と

同
様
、今
年
も
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地

の
子
ど
も
た
ち
へ
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

書
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

去
年
は
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
き
ま
し
た

が
、今
年
の
テ
ー
マ

は
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
い

い
と
こ
ろ
紹
介
」も

し
く
は
「
日
本
の
好

き
な
と
こ
ろ
」に
し

ま
し
た
。日
本
の

人
々
に
、ブ
ラ
ジ
ル

の
素
敵
な
と
こ
ろ
を

井
田
有
希
の

✉

第
９
通

（
文
・
写
真
） 

井
田　

有
希 （
い
だ　

ゆ

き
）　

五
條
市
西
吉
野
町
出
身
の
23
歳
。

「
世
代
を
超
え
て
多
く
の
人
に
日
本
語
を

教
え
た
い
」と
J
I
C
A
日
系
社
会
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン

パ
ウ
ロ
州
ジ
ャ
カ
レ
イ
日
本
語
学
校
で

日
本
語
教
師
と
し
て
勤
務
中
。

「
花
は
咲
く
」の
ビ
デ
オ
撮
影

も
っ
と
た
く
さ
ん
知
っ
て
ほ
し

い
、ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
子
ど
も

た
ち
が
、日
本
の
文
化
・
ア
ニ
メ

や
漫
画
・
食
べ
物
な
ど
が
大
好

き
で
、日
本
が
好
き
だ
と
い
う

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

日
本
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い

と
も
思
っ
た
か
ら
で
す
。

今
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

控
え
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
近
づ

い
て
き
て
い
ま
す
が
、日
本
で

は
ま
だ
ま
だ
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い

て
知
ら
れ
て
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。私
も

残
り
少
な
い
時
間
で
す
が
、ブ

ラ
ジ
ル
の
魅
力
を
日
本
の
み
な

さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
手
紙

7



　

12
月
16
日
に
、
県
立
五
條

病
院
と
消
防
本
部
に
よ
る
集

団
災
害
訓
練
を
、
５
万
人
の

森
公
園
で
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
で
多
数
の
負
傷
者

が
出
た
と
い
う
想
定
で
、
通

報
か
ら
救
助
、
搬
送
ま
で
を

実
践
さ
な
が
ら
に
訓
練
し
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
県
立

五
條
病
院
か
ら
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
の
D
M
A
T
が
訓

練
に
参
加
し
、
緊
急
時
に
消

防
本
部
と
円
滑
に
連
携
し
て

活
動
で
き
る
体
制
を
確
認
し

ま
し
た
。

県
立
五
條
病
院

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

五
條
市
消
防
本
部

合
同
訓
練
実
施

　登山の人気が高まり、山に入る人
が増えています。風が強く空気が乾
燥する冬から春先は、最も山火事が
発生する季節です。森林の大切さを
認識し、山火事を防ぎましょう。

▼枯れ草等のあるところでは火災が起
こりやすいので、たき火をしないこ
と。

▼強風、乾燥中は火入れをしないこと。
▼たばこは指定された場所で。吸殻は
必ず処理し、持ち帰ること。

▼火遊びはしないこと。

山火事
をみんなで防ごう

STOP!
山火事

「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
で
来
て
く
だ
さ
い
」

「
帰
り
も
救
急
車
で
家
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

▼
奈
良
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
24
時
間
受
付
）

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線　

携
帯
電
話　

♯
７
１
１
９

　

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話　

０
７
４
４
・
２
０
・
０
１
１
９

▼
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談
（
15
歳
未
満
対
象
）

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線　

携
帯
電
話　

♯
８
０
０
０

　

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話　

０
７
４
２
・
２
０
・
８
１
１
９

  （
平
日
18
時
〜
翌
朝
８
時
／
土
曜
13
時
〜
翌
朝
８
時
／

　

日
・
祝
等
24
時
間
受
付
）

救
急
車
の
適
正
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す

消防ＴＯＰＩＣＳ 五條市消防本部　☎２２・３３１０ 消防トピックス

救急車はいざという時のため
にある緊急自動車です。
タクシーではありません !

奈
良
県
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
？

病
院
で
診
察
を
受
け
る
べ
き
？

応
急
手
当
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
。

近
く
の
医
療
機
関
が
知
り
た
い
。

こんな時は…

３
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）

〜
消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

O
N
の
ま
ま
〜

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を

守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対

や
め
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え

や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施
中

山
火
事
予
防
・
車
両
火
災
予
防
運
動
も
併
せ
て
実
施

8消防 TOPICS



切り取って保管しましょう

カルムのひろば

▼午前９時から午後４時まで
▼保険証を持参してください
▼診療は急病患者の応急処置に限ります

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▼診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11 時 30 分まで

２月・３月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

五條病院看護部長室　 ☎２２・１１１２

五條病院からの
お知らせ「ご存じですか？ 誤嚥性肺炎」

　

い
つ
も
の
料
理
を
工
夫

し
て
、
食
べ
ご
た
え
の
あ

る
低
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
栄
養
士
、

保
健
師
の
食
生
活
に
関
す

る
ミ
ニ
講
座
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
18
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住

す
る
人
（
先
着
20
人
）

■
参
加
費

　

材
料
費
３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き
ん
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具

■
指
導
者　

五
條
市
食
生

活
改
善
推
進
員
、
栄
養

士
、
保
健
師

■
申
込
締
切

　

２
月
14
日
（
金
）

食べごたえのある約 500Kcal の料理

スマート料理教室

■申込・問合先　保健福祉センター　本庁（内線２９０）

２月２日（日） ９日（日）  １６日（日） 
須恵２丁目６－２１ 
足立医院 

☎２５・３９３９ 

岡口１丁目２－２２ 
右馬医院 

☎２２・２２８１ 

 

 

１１日（火）

野原西２丁目１-２６

大川橋診療所
☎２２・２４４７

 

須恵2丁目１－２５ 
山田医院 

☎２２・２０３９ 
２３日（日） 
新町２丁目３－８ 
槇野医院 

☎２２・２００４ 

３月２日（日） ９日（日） １６日（日） ２１日（金） 

釜窪町１２６－１  

前防医院 
☎２２・２０７２  

今井４丁目１－１６

 

ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ

 

☎２５・５５２５

 

新町２丁目３－８ 

槇野医院 
☎２２・２００４ 

中之町１６１７－１ 

田畑医院 
☎２５・１２１１ 

２３日（日） ３０日（日） 

 

 

二見４丁目２－４

寒川医院
☎２２・２１２０ 

本町１丁目７－２３  

後藤医院  

☎２２・２６９５  

健
康
づ
く
り
市
民
公
開
講
座 

〜
講
演
会
〜

「
健
康
長
寿
の
秘
訣
は
腎
臓
に
あ
り
」

講
師 

赤
井 

靖
宏 

先
生

奈
良
県
立
医
科
大
学

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
准
教
授

　

生
活
習
慣
病
が
進
む
と

現
れ
る
腎
臓
の
異
常
。
か

な
り
悪
化
し
な
い
と
症
状

は
出
ず
、
透
析
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
は

生
活
習
慣
と
腎
臓
の
関
係

に
ポ
イ
ン
ト
を
あ
て
た
お

話
で
す
。

■
場
所

　

カ
ル
ム
五
條

▼
食
生
活
改
善
推
進
員
の

味
噌
汁
体
験
、
塩
分
に

関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど

■
申
込
締
切

　

２
月
28
日
（
金
）

※

参
加
費
無
料

13 :30
～15:30３/９（日）

無料クーポン券をお持ち
の人はお急ぎください

今年度の乳がん
子宮頸部がん
大腸がん検診は
2月28日まで

ごえんせい

　
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
と
は
、

食
べ
物
や
唾
液
、
口
の
中
の

細
菌
な
ど
が
肺
に
入
っ
て
引

き
起
こ
る
病
気
で
す
。
脳
梗

塞
の
合
併
症
と
し
て
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
加
齢
で
も
こ
の

肺
炎
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
最
近
お
茶
を
飲
ん
で

い
る
と
き
む
せ
や
す
く
な
っ

た
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て

い
る
方
、
食
べ
物
を
飲
み
込

む
時
に
使
う
筋
肉
や
神
経
が

衰
え
て
き
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
睡
眠
中

に
唾
液
が
肺
に
入
っ
て
引
き

起
こ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

寝
る
前
に
歯
み
が
き
と
洗

口
液
を
用
い
た
う
が
い
を
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
歯
科
で
口
の
中
を

き
れ
い
に
ケ
ア
し
て
も
ら
う

こ
と
も
大
切
で
す
。
抵
抗
力

を
つ
け
る
た
め
に
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
13
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

　

３
時
30
分

■
講
師

▼
五
條
病
院
中
央
検
査
部

臨
床
検
査
技
師

▼
カ
ル
ム
五
條
保
健
師

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

血
液
検
査
の

結
果
（
あ
る
人
の
み
）

■問合先　保健福祉センター　成人保健係　本庁 ( 内線２９０)

血液検査
結果の見方講座
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利
用
者
を
募募
集
し
ま
す

プ
チ
フ
ァ
ー
ム
田
園

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜
や
花
を
栽
培
し
て
自
然

と
ふ
れ
あ
い
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
４
月
か
ら
市
民
農
園
『
プ
チ
フ
ァ
ー
ム
田

園
』
を
開
園
し
ま
す
。
家
族
や
利
用
者
と
ふ
れ
あ

い
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

Aコープ

田
園

体
育
館

五
條
高
校

田園
郵便局

大谷
大池

岡近隣公園

プチファーム
田園２丁目

プチファーム田園４丁目

▼プチファーム田園２丁目　27 区画
　（１区画 30 ㎡）中之町１５００番１

▼プチファーム田園４丁目　５区画
　（１区画 30 ㎡）田園４丁目１４５番

■
対
象
者
・
利
用
条
件

▼
市
内
に
在
住
す
る
成
人

※

１
人
１
区
画

■
利
用
期
間

　

１
年
間
（
４
月
１
日
〜
）

■
賃
料

　

６
０
０
０
円
／
１
区
画

  （
水
道
利
用
料
を
含
む
）

市民農園４月開園

■
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

農
林
政
策
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間（
持
参
は
平
日
の
み
）

　

２
月
３
日（
月
）〜
19
日（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

※

申
込
書
は
農
林
政
策
課
の
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

※

郵
送
は
19
日（
水
）の
消
印
有
効
。

■
利
用
者
／
区
画
の
決
定　

利
用

者
と
区
画
は
、次
の
と
お
り
抽

選
会
を
行
い
、当
選
者
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
25
日（
火
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所　

市
役
所
第
２
分
庁
舎
３

階
大
会
議
室　

※

立
合
可
能

■
契
約
・
賃
料
の
納
入

　

利
用
が
決
定
し
た
人
は
五
條
市

と
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、４

月
末
ま
で
に
賃
料
を
納
入
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

プチファーム田園　位置図

■
申
込
・
問
合
先　

　

農
林
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
４
１
０
）

２
丁
目

４
丁
目

五條市初

家族や友人と、一緒に野菜づくり！

初めての野菜作りでも安心の市民農園。

　　　　　　気軽に利用してください。
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物
資
の
納
入
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
受
付
期
間
（
平
日
に
限
る
）

　

２
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
対
象　

給
食
材
料
、
仕
出
し
弁

当
類
、
介
護
用
品
、
日
用
品
お

よ
び
衣
類
等
を
取
り
扱
う
市
内

の
業
者
に
限
る
。

■
登
録
有
効
期
間

　

平
成
26
・
27
・
28
年
度

■
提
出
書
類

①
花
咲
寮
用
物
資
納
入
業
者
登
録

申
請
書

②
市
税
の
完
納
証
明
書
（
非
課
税

の
場
合
は
非
課
税
証
明
書
）

③
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
許

可
書
（
写
し
）

④
食
品
衛
生
監
視
票

⑤
営
業
所
、
製
造
所
お
よ
び
倉
庫

の
所
在
地
見
取
図

※

③
、④
は
食
品
関
係
業
者
の
み

■
申
請
・
問
合
先

　

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
咲
寮

☎
２
２
・
２
９
３
９

（
釜
窪
町
１
４
８
０
番
地
）

物
資
納
入
業
者
の
登
録
受
付

養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
咲
寮

　

市
立
幼
・
小
・
中
学
校
の
給

食
に
、新
鮮
で
安
全
な
材
料
（
県

給
食
会
あ
っ
旋
物
資
、
米
穀
、

精
麦
、
パ
ン
、
牛
乳
を
除
く
）

を
提
供
で
き
る
平
成
26
年
度
の

給
食
用
物
資
納
入
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
受
付
期
間
（
平
日
に
限
る
）

　

２
月
17
日
（
月
）
〜
27
日
（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
提
出
書
類　
　

①
五
條
市
学
校
給
食
用
物
資
納

入
業
者
登
録
申
請
書

②
所
轄
税
務
署
の
法
人
税
完
納

証
明
書
（
所
得
税
非
課
税
の

場
合
は
市
税
完
納
証
明
書
）

③
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業

許
可
書
（
写
し
）

④
食
品
衛
生
監
視
票

■
申
請
・
問
合
先

　

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
・
１
２
８
８

（
岡
町
２
１
０
番
地
の
１
）

（
申
請
書
は
各
施
設
に
あ
り
ま
す
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

租
税
特
別
措
置
が
活
用
で
き
ま
す

設
備
投
資
を
行
っ
た
事
業
者
の
皆
さ
ん

　

本
市
は
、
国
か
ら
半
島
の
振
興
を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
振
興
を
推
進

す
る
地
区
の
指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
、設
備
投
資
を
行
っ
た
事
業
者
（
個

人
ま
た
は
法
人
）
は
、
租
税
特
別
措
置
が
活
用
で
き
ま
す
。

　

税
務
申
告
の
際
に
、五
條
市

が
発
行
す
る
証
明
書（※

）を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
業
者

▼
製
造
業

▼
農
林
水
産
物
等
販
売
業

▼
旅
館
業

▼
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等

　

地
域
の
産
業
振
興
に
資
す
る

設
備
投
資
と
し
て
、
一
定
額
以

上
の
機
械
、
建
物
等
を
取
得
し

た
場
合

※

額
は
資
本
金
規
模
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

５
年
間
の

　

割
増
償
却
措
置
が

　
　

活
用
で
き
ま
す

租
税
特
別
措
置
の
条
件

⇒

措
置
を
活
用
す
る
に
は

　

ふ
る
さ
と
創
造
課
企
画
政

策
係
で
発
行
し
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
の
発
行
手
続
き

※

事
業
者
が
行
っ
た
設
備
投
資
が
本
市
の

産
業
投
資
促
進
計
画
に
適
合
す
る
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

※

製
造
業
お
よ
び
旅
館
業
は
、さ
ら
に
市
税

条
例
に
よ
る
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。税

務
課
固
定
資
産
税
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

五條市
ホームページ

国土交通省
ホームページ

■
問
合
先

　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

本
庁（
内
線
２
０
６
）

募

空
き
家
相
談
会

　
　
　
　

開
催

空き家
をどう

して

いいか
わから

ない

そんな相談を
受け付けます

■
開
催
日
時

　

２
月
15
日
（
土
）

▼
午
後
１
時
〜
２
時

　

 

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー

▼
午
後
２
時
15
分
〜

　
　
　

４
時
15 

分

　

空
き
家
個
別
相
談
会

■
場
所　

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー 

せ
せ
ら
ぎ

（
生
駒
市
小
瀬
町
18
番
地
）

※

電
話
、
メ
ー
ル
で
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
主
催
・
問
合
先　

N
P
O
法

人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

☎
０
７
４
５
・
５
３
・
０
５
７
７

akiyaconcierge@
ybb.ne.jp
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市
立
保
育
所
／
学
童
保
育
所

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
職
場

　

市
立
保
育
所
、
学
童
保
育
所
の
臨
時
職
員
と
し
て
登
録
し
ま
せ
ん
か
。
職

員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
登
録
し
た
人
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

市
立
保
育
所
の
嘱
託
保
育
士

臨
時
職
員
登
録
受
付
中

学
童
保
育
所
の
臨
時
指
導
員

■
問
合
先　

児
童
福
祉
課　

本
庁
（
内
線
３
４
９
）

４
月
か
ら
勤
務

で
き
る
人
急
募
！

■
登
録
資
格　

昭
和
34
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育

士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
資
格

を
有
す
る
人
ま
た
は
26
年
３
月
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人

■
勤
務
場
所　

市
内
保
育
所

■
申
込
方
法　

随
時
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
履
歴
書
と
保
育
士
証

お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
の
写

し
を
持
っ
て
、
児
童
福
祉
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
時
間 （
平
日
／
週
休
２
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
基
本
給　

月
額
１
５
５
７
０
０

円
〜　

賞
与
年
２
回

※

通
勤
手
当
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
、
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
、

有
給
休
暇
あ
り

■
登
録
資
格　

昭
和
34
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
教
員

免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
を
有

す
る
人

■
勤
務
場
所　

市
内
学
童
保
育
所

■
申
込
方
法　

随
時
受
付
を
行
い

ま
す
。
履
歴
書
と
教
員
免
許
状

お
よ
び
保
育
士
証
の
写
し
を

持
っ
て
、
児
童
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
勤
務
時
間

▼
平
日　

午
後
１
時
〜
６
時
30
分

▼
土
曜
日
・
学
校
休
業
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

■
基
本
給

　

月
額
１
２
０
０
０
０
円

※

通
勤
手
当
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
、
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
、

有
給
休
暇
あ
り

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

の
ト
ラ
ブ
ル
急
増
中

　

最
近
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関

す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
ゲ
ー

ム
を
子
ど
も
に
利
用
さ
せ
る
場
合

は
次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ゲ
ー
ム
の
課
金
の

　
　
　
　
　

仕
組
み
を
確
認

　

親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
未

成
年
者
が
使
っ
た
と
し
て
も
、

カ
ー
ド
の
管
理
責
任
は
カ
ー
ド

の
名
義
人
に
あ
り
ま
す
。

▼
利
用
す
る
機
器
の

　
　
　
　
　

機
能
を
確
認

　

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
、
操
作

の
制
限
方
法
を
説
明
書
等
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
利
用
方
法
を
確
認

　

子
ど
も
と
話
し
合
い
、
家
庭
内

で
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

※

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
時
は
、
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
消
費
者
生
活
相
談
窓
口

　

本
庁
（
内
線
３
８
６
）

　

毎
週
火
、
木
曜
日
、
10
時
〜
15
時

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
の
姿
を
知
る
大
切
な
仕
事
で
す

　
「
国
勢
調
査
」を
は
じ
め
国

や
県
が
実
施
す
る
統
計
調
査

は
、今
の
ま
ち
の
姿
を
知
る
大

切
な
事
業
で
す
。

　

こ
の
た
び
、こ
れ
ら
の
統
計

を
実
施
す
る
際
に
、一
般
の
家

庭
や
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し

て
調
査
を
行
う「
統
計
調
査

員
」を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
統
計
調
査
員
と

し
て
市
に
登
録
し
、調
査
員
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
請
・
問
合
先

  （
随
時
受
付
）

　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
４
）

奈良県統計調査の

データによると…

奈良県は

▼新聞発行部数

　全国 1位
▼史跡名勝

　天然記念物数

　全国 1位

▼ピアノ所有台数

　全国２位

詳
し
く
は
五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12くらしのメモ



お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
集
い

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

五
條
児
童
館
で
は
２
歳
児
を
対

象
に
『
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
集
い
』

を
開
催
し
、
同
年
齢
の
子
ど
も
達

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

交
流
を
深
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
実
施
期
間

　

４
月
〜（
１
年
間
／
月
２
、３
回
）

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
対
象
と
な
る
幼
児

　

２
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２
日

〜
平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
定
員　

市
内
に
在
住
す
る
幼
児

と
保
護
者
、
先
着
36
組

■
参
加
費　

年
間
１
０
０
０
円

■
申
込
期
間

　

２
月
６
日
（
木
）、
７
日
（
金
）

  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
申
込
方
法　

五
條
児
童
館
に
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
電

話
で
は
受
付
し
ま
せ
ん
）。

■
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

既
就
職
者
、
一
般
就
職
者
、
学
生
の
み
な
さ
ん
の
就
職
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

五
條
市
で
は
若
年
者
の
地
元

就
職
支
援
と
市
内
企
業
・
事
業

所
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
就
職
応
援

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
就
職
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
月
26
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

  （
受
付
12
時
30
分
〜
）

■
会
場　

中
央
公
民
館

■
対
象
者

▼
市
内
お
よ
び
近
隣
地
域
に
在

住
す
る
求
職
者

▼
市
外
に
在
住
し
、
五
條
市
周

辺
で
の
就
職
を
機
に
移
住
を

考
え
て
い
る
人
（
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
）

▼
平
成
26
年
３
月
卒
業
予
定
の

学
生  （
大
学
・
大
学
院
・
短
大
・

高
専
・
専
門
学
校
・
高
校
生
）

▼
平
成
27
年
３
月
卒
業
予
定
の

学
生
（
高
校
生
を
除
く
）

▼
入
社
１
、
２
年
目
の
既
就
職

者
■
主
な
内
容

※

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
就
活
基
本
セ
ミ
ナ
ー

  （
午
後
１
時
〜
２
時
）

　

社
会
人
と
し
て
「
働
く
」
心

構
え
と
自
覚
を
身
に
つ
け
、

実
行
力
が
あ
り
、
信
頼
さ
れ

る
人
材
と
な
る
た
め
の
ス
キ

ル
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
ミ
ニ
企
業
合
同
説
明
会
（
予
定
）

  （
午
後
２
時
〜
４
時
）

　

市
内
企
業
を
知
り
、
面
接
会
・

就
職
へ
の
第
一
歩
と
し
て
参

加
企
業
か
ら
の
説
明
を
受
け
、

交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
し
ご
と
ｉ

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

  （
午
後
２
時
〜
４
時
）

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
奈
良
県

無
料
職
業
紹
介
所
登
録
面
談

コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
を
設
置
予

定
で
す
。
就
職
活
動
の
悩
み

を
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
尋

ね
ま
し
ょ
う
。 

※

説
明
会
参
加
企
業
や
詳
細
な

内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
先　

　

企
業
観
光
戦
略
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
５
）

「
五
條
市
就
職
応
援
フ
ェ
ア
」

2/26（水）
午後１時～４時

昨年も多くの皆さんが参加しました

　

多
く
の
企
業
と
出
会
っ
て
希

望
企
業
を
み
つ
け
、
就
職
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
６
日
（
木
）

　

午
前
10
時
40
分
〜
午
後
４
時

  （
午
前
10
時
20
分
〜
受
付
）

■
会
場　

奈
良
県
新
公
会
堂

■
対
象
者

▼
平
成
26
年
お
よ
び
平
成
27
年

３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者

▼
平
成
23
年
３
月
以
降
に
大
学
、

短
大
、
高
専
、
専
門
学
校
、

大
学
院
を
卒
業
し
た
人
（
新

卒
扱
い
）

■
そ
の
他

▼
参
加
予
定
企
業
約
80
社

▼
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
よ
る
個
別
相
談
あ
り
。

※

予
約
不
要
、
無
料
。
履
歴
書

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先

　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

☎
０
７
４
２
・
２
０
・
２
２
１
０

企
業
合
同
説
明
会

奈
良
県

ならジョブカフェHP

新
規
卒
業
者
の

　
「
就
活
」応
援
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次
の
と
お
り
市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

区
画
の
決
定
は
先
着
順
で
は
な
く
、
公
開
抽
選
で
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
で
き
る
人

　

次
の
①
〜
⑥
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
人

①
平
成
26
年
２
月
１
日
現
在

で
１
年
以
上
引
き
続
き
市

内
に
住
民
登
録
ま
た
は
本

籍
地
が
あ
る
人

②
主
と
し
て
墓
を
ま
つ
る
人

③
現
在
、
配
偶
者
、
父
母
、

祖
父
母
ま
た
は
子
の
焼
骨

を
所
有
し
て
い
る
人

④
当
選
後
、
３
年
以
内
に
墓

石
を
建
立
で
き
る
人

⑤
現
在
、
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
員
が
市
営
墓
地
の
区

画
を
使
用
し
て
い
な
い
人

⑥
永
代
使
用
料
を
一
括
で
納

付
で
き
る
人

■
申
請
受
付
期
間

　

２
月
３
日
（
月
）

　
　

〜
21
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
提
出
書
類

▼
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

▼
住
民
票
（
世
帯
全
員
分
・

本
籍
地
記
載
）

▼
死
亡
者
と
の
続
柄
が
確
認

で
き
る
戸
籍
（
除
籍
・
原

戸
籍
）
謄
本

▼
埋
火
葬
許
可
証
（
火
葬
証

明
書
）
の
写
し

■
現
地
見
学
会

　

２
月
15
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時

※

五
條
市
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
横
（
岡
町
２
１
０
番

地
の
１
）
で
受
付
し
ま
す
。

五
條
市
営
墓
地
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

名  称 区画数 位  置 

五條市墓地（新墓） 1区画  岡町233番地、236番地  

種 類 永代使用料   

2.25平方メートル墓地（1.5ｍ×1.5ｍ） 301,500円 

■募集区画

■
申
請
書
類
配
布
・
受
付

　

市
役
所
生
活
環
境
課

※

西
吉
野
支
所
、
大
塔
支
所

で
は
申
請
書
の
配
付
お
よ

び
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※

郵
送
に
よ
る
書
類
の
請
求
、

提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
注
意
事
項

※

同
一
の
死
亡
者
に
対
し
て

複
数
の
人
が
申
請
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
主
と

住
み
よ
い

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り自治会に

加入しましょう

　地域をよりよいものにするには、そ

こに住む人がお互いに協力していくこ

とが大切です。防犯や防災などの活動

を通じて安全で安心なまちづくりのた

め自治会は活動しています。

～自治会への加入方法～

　自治会への加入は世帯単

位で行います。近隣の自治

会長か、隣組長に申し出て

ください。
■問合先　ふるさと創造課
　              本庁（内線２３６）

し
て
墓
を
ま
つ
る
人
を
親

族
間
で
決
め
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※

墓
地
の
引
渡
は
３
月
末
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※

詳
細
は
募
集
要
項
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※

今
回
の
募
集
区
画
は
返
還

墓
地
で
す

国道２４号 本陣交差点 

京奈和 
五條インター 給食 

センター 
旧五條 高校跡地 

宇智体育館 

五條高校 

新墓 
 

JR五条駅

■墓地位置図

■問合先  生活環境課

　本庁（内線 379）
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４月１日現在の所有者に
課税されます

▽軽自動車の
　廃車・譲渡・転出手続き
　軽自動車検査協会奈良事務所　
　（大和郡山市額田部北町980-3）
　☎０７４３・５８・３０１８

障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
受
け
た
人
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
を
利
用
で
き
ま
す

　

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
原
動
機
付
自
転

車
・
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
申
請
す

る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
限　

４
月
23
日
（
水
）

■
申
請
・
問
合
先

　

税
務
課
市
民
税
係　

本
庁
（
内
線
３
３
３
）

原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車

廃
車
・
譲
渡
・
転
出

手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
原
動
機
付
自
転
車
、軽
自
動
車
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車

　
（
１
２
５
㏄
ま
で
）の

　

廃
車
・
譲
渡
・
転
出
手
続
き

■
必
要
な
も
の

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

②
原
動
機
付
自
転
車
申
告
済
証

③
印
鑑

※

盗
難
（
遺
失
）が
あ
っ
た
場
合
は
、警

察
に
盗
難
（
遺
失
）届
を
出
し
て
か

ら
、そ
の
受
理
番
号
を
控
え
た
う
え

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
人
で
原
動

機
付
自
転
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合

は
、転
出
後
15
日
以
内
に
標
識
を
返

納
し
、転
出
先
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
、新
し
い
標
識
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
申
告
・
問
合
先

▼
税
務
課　

本
庁
（
内
線
３
３
３
）

▼
西
吉
野
支
所 　

▼
大
塔
支
所

▽軽二輪（125CC～250CC）、
　二輪の小型自動車（250CC以上）
　奈良運輸支局
　（大和郡山市額田部北町981-2）
　☎０５０・５５４０・２０６３

■
減
免
の
要
件

▽
軽
自
動
車
等
の
名
義
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合

①
障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療

育
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
）、
戦
傷
病
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
等

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
年
齢
18
歳

未
満
の
人
、
ま
た
は
療
育
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
と
生
計
を
一
に
す
る
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

（
原
本
）

②
運
転
免
許
証
（
写
し
の
場

合
は
表
・
裏
）

③
自
動
車
検
査
証
（
写
し
可
）

④
印
鑑

⑤
生
計
同
一
証
明
書
ま
た
は

常
時
介
護
証
明
書
（※

障

害
の
あ
る
本
人
以
外
が
運

転
す
る
場
合
の
み
）

⑥
減
免
申
請
書
（
税
務
課
市

民
税
係
に
あ
り
ま
す
）

■
そ
の
他

※

減
免
の
対
象
車
両
は
、
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
人
１
人
に

つ
き
１
台
で
す
。
普
通
自
動

車
と
重
複
し
て
減
免
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

※

自
動
車
検
査
証
に
「
自
家
用
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
軽
自
動

車
に
限
り
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
に
軽
自
動
車
税

の
減
免
制
度
を
受
け
て
い
る

皆
さ
ん
に
は
、
２
月
初
旬
に

更
新
の
た
め
の
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
使
用
方
法
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合

①
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
本
人
が
運
転

②
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
と
生
計
を
一
に
す
る

人
が
運
転  （
障
害
の
あ
る

人
の
通
学
・
通
院
・
通
所
等

の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
）

③
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
で
、
そ
の
人
を
常
時

介
護
す
る
人
が
運
転
（
障

害
の
あ
る
人
の
通
学
・
通
院
・

通
所
等
の
た
め
に
使
用
す
る

場
合
）

※

障
害
の
区
分
ご
と
に
減
免
で
き
る
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
税
務
課
市
民
税
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

インターネット公売を実施します

五條市では、２月に実施される「楽天・官公庁
オークション」に市税滞納者から差押えた財産
を出品します。

詳しくは
市ホームページ▼公売参加申込期間

　２月１０日（月）午後５時まで
▼公売方法　せり売り
▼入札期間　２月２１日（金）１３時
　　　　　　　～２４日（月）１３時

■問合先　税務課徴収対策室　本庁（内線３３９）

15 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



正
し
く
、
お
早
め
に
！

　

税
務
課
で
は
、
平
成
26
年

度
（
平
成
25
年
中
所
得
）
の

市
民
税
・
県
民
税
申
告
お
よ

び
平
成
25
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の

受
付
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。

市民税・県民税の申告が必要な人所得税の確定申告が必要な人

市
民
税
・
県
民
税
の

　

申
告
の
受
付
日
程

■
場
所

▼
市
役
所
本
庁
税
務
課

▼
西
吉
野
支
所

▼
大
塔
支
所

■
日
時

　

２
月
17
日
（
月
）
〜

　

３
月
17
日
（
月
）

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
会
場
日
程

■
場
所
・
日
程

 〈
税
務
署
職
員
お
よ
び

　

税
理
士
の
相
談
日
〉

▼
還
付
申
告
会
場
（
年
金
受

給
者
の
還
付
申
告
者
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
、
医
療
費

控
除
等
の
還
付
申
告
者
）

　

２
月
13
日
（
木
）、

　
　
　

14
日
（
金
）

▼
地
区
相
談
会
（
土
地
・
建

物
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得

以
外
の
所
得
税
の
確
定
申

告
者
）

　

２
月
27
日
（
木
）、

　
　
　

28
日
（
金
）

 〈
市
役
所
税
務
課

　

職
員
に
よ
る
相
談
日
〉

　

市
民
会
館
３
階
会
議
室

　

３
月
３
日
（
月
）
〜

　
　
　

17
日
（
月
）

　

平
成
25
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
、
葛

城
税
務
署
窓
口
で
相
談
お

よ
び
申
告
書
の
受
付
を
行

い
ま
す
。

■
期
間

▽
２
月
17
日
（
月
）
〜

　

３
月
17
日
（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

※

窓
口
が
混
雑
し
長
時
間

お
待
た
せ
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
」

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、

五
條
市
に
居
住
し
て
お
り
、

平
成
25
年
中
に
所
得
が
あ
っ

た
人
で
、次
に
該
当
す
る
場

合
は
市
民
税
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

▼
事
業
所
得
が
あ
っ
た
人（
営

業
等
・
農
業
・
不
動
産
所
得

な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
）

▼
給
与
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、

給
与
所
得
以
外
の
所
得（
営

業
等
、農
業
、不
動
産
、年
金
、

雑
所
得
）が
あ
っ
た
人

▼
事
業
所
得（
営
業
等
・
農
業
）・

不
動
産
・
一
時
所
得
が
あ
る
人

  （
平
成
25
年
中
の「
所
得
金
額

の
合
計
額
」か
ら「
基
礎
控
除

そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計

額
」を
差
し
引
き
、そ
の
金
額

に
基
づ
い
て「
計
算
し
た
税

額
」が「
配
当
控
除
額
」な
ど

を
差
し
引
い
て
残
額
の
あ
る

人
）

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与
所

得
者
で
次
に
当
て
は
ま
る
人

①
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

②
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所

得
合
計
金
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

▼
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
で
、医
療
費
、社
会
保
険

料
、扶
養
な
ど
の
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

※

上
記
の
人
で
、税
務
署
に
確

定
申
告
を
す
る
人
は
、市
民

税
・
県
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※

収
入
が
無
か
っ
た
人
で
、扶

養
に
入
っ
て
い
な
い
人
は
、

市
民
税
、・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

▼
公
的
年
金
受
給
者
で
次
に
当

て
は
ま
る
人

①
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
を

超
え
る
人

②
公
的
年
金
受
給
者
で
医
療
費
、

社
会
保
険
料
、扶
養
な
ど
の

控
除
に
よ
る
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
人

※

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額（
２
か

所
以
上
あ
る
場
合
は
そ
の
合
計

額
）が
４
０
０
万
円
以
下
か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
に
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
、所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。（
た

だ
し
、市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
葛
城
税
務
署
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

※

土
・
日
曜
日
は
除
く
。

※

西
吉
野
支
所
、
大
塔
支
所

で
の
相
談
会
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

■
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
４
時

  （
受
付
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
12
時
30
分
〜
３
時
30
分

※

不
動
産
、
株
式
を
売
却
し
た
場
合

の
譲
渡
所
得
（
分
離
課
税
）、
贈

与
税
、
相
続
税
の
相
談
は
行
い
ま

せ
ん
。

※

相
談
者
が
多
い
場
合
は
受
付
を
早

め
に
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

申
告
期
間
中
、
作
成
済
の
申
告
書

で
あ
れ
ば
市
役
所
税
務
課
、
西
吉

野
支
所
、
大
塔
支
所
を
経
由
し
て

税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。
お
急

ぎ
の
場
合
や
税
務
署
の
受
付
印
が

必
要
な
場
合
は
、
直
接
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 ■問合先

　税務課市民税係

　本庁（内線２９８）

葛
城
税
務
署

所
得
税
確
定
申
告

の
相
談
会
場
日
程

■
問
合
先

　

葛
城
税
務
署

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
２
７
２
１

葛
城
税
務
署
の

窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
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〜
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
会
場
〜

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

会
場
の
混
雑
を
緩
和
す

る
た
め
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
市
民
会
館
で
申
告

す
る
際
は
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書（
所
得
税
お
よ
び
市

民
税
・
県
民
税
）、
収
支
内

訳
書（
営
業
・
農
業
・
不
動

産
所
得
等
の
所
得
が
あ
る

人
）、
印
鑑
、
申
告
者
本
人

の
金
融
機
関
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の（
所
得
税
の

納
付
お
よ
び
還
付
を
口
座

振
替
等
で
行
う
場
合
）

②
前
回（
平
成
24
年
中
所
得
）

の
申
告
書
の
控
え

③
収
入
お
よ
び
必
要
経
費
が

わ
か
る
書
類

〈
給
与
所
得
者
〉
勤
務
先
か
ら

の
源
泉
徴
収
票

〈
年
金
受
給
者
〉
日
本
年
金
機

構
な
ど
か
ら
の
源
泉
徴
収

票
〈
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得

者
〉
収
入
や
必
要
経
費
が

わ
か
る
帳
簿（
収
支
内
訳
書

に
転
記
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。）

④
社
会
保
険
料
の
支
払
額
を

確
認
で
き
る
書
類

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

所
得
税
の
確
定
申
告
お
よ
び

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に
必
要
な
も
の

！！

　
「
自
書
申
告
」
の
方
針
に

基
づ
き
、
申
告
書（
お
よ

び
収
支
内
訳
書
）
は
事

前
に
記
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
書
申
告
と
は
、
納
税

者
自
ら
が
申
告
書
を
記
入
、

作
成
し
て
税
務
署
に
提
出

す
る
こ
と
で
す
。
氏
名
、

住
所
、
扶
養
親
族
な
ど
、

事
前
に
記
入
で
き
る
と
こ

ろ
は
記
入
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

※

特
に
、
事
業（
営
業
・
農
業

な
ど
）
所
得
が
あ
る
人
は
、

年
間
の
収
入
や
必
要
経
費

な
ど
を
整
理
し
、
収
支
内

訳
書
に
記
入
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
整
理
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
受
付
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）、

株
式
な
ど
を
売
却
し
た
時

の
譲
渡
所
得（
分
離
課
税
）

を
伴
う
申
告
お
よ
び
消
費

税
の
申
告
は
、
直
接
税
務

署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ら
の
申
告
は
相
当
の

時
間
を
要
す
る
場
合
が
多
く

混
雑
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
直
接
税
務
署
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
控
除
を
伴
う
確

定
申
告
は
、
自
分
で
整
理
、

計
算
を
お
願
い
し
ま
す

　

医
療
費
控
除
に
関
す
る

領
収
書
の
整
理
、
計
算
な

ど
は
事
前
に
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
。
整
理
、
計
算
は
、

医
療
を
受
け
た
人
別
に
、

病
院
・
薬
局
別
に
分
類
し
て

く
だ
さ
い
。
整
理
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
受
付
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
等

⑤
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

（
一
般
生
命
保
険
料
、
個
人

年
金
生
命
保
険
料
、
介
護

医
療
保
険
料
）

⑥
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

※

平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で

に
締
結
し
た
長
期
損
害
保

険
は
従
前
の
損
害
保
険
料

控
除
を
適
用

⑦
扶
養
す
る
親
族
に
収
入
が

あ
る
場
合
、
そ
の
収
入
が

わ
か
る
資
料（
源
泉
徴
収
票

等
）

⑧
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る

人

 

・
医
療
機
関
等
の
領
収
書（
平

成
25
年
中
の
領
収
印
が
あ

る
も
の
で
、
整
理
し
合
計

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。）

 

・
保
険
組
合
や
保
険
会
社
か

ら
補
て
ん
金
が
あ
る
場
合
、

そ
の
金
額
が
わ
か
る
も
の

！

新
た
に
開
業
し
た
人
の

事
業
・
不
動
産
所
得
の
相
談
会
場

〈
税
理
士
に
よ
る
決
算
・

　

申
告
な
ど
の
相
談
〉

■
場
所　

葛
城
納
税
協
会

  （
大
和
高
田
市
西
田
１―
50
）

■
日
時　

３
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
７
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※

正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

　

※

混
雑
の
状
況
に
よ
り
早
め
に

受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※

土
地
・
建
物
・
株
式
等
の
譲

渡
所
得
、
贈
与
税
、
相
続
税

の
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
告
／
納
税
の
期
限

 

平
成
25
年
分
の

▼
所
得
税

▼
復
興
特
別
所
得
税

▼
贈
与
税

　

の
確
定
申
告
と
納
税
の
期

限
は
３
月
17
日（
月
）で
す
。

　

納
付
期
限
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
 

葛
城
税
務
署
の
申
告
会
場

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

※

混
雑
状
況
や
相
談
内
容
に
よ

っ
て
申
告
書
の
作
成
等
に
時

間
を
要
し
ま
す
。
16
時
ま
で

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 税 目 振替納税以外 振替納税 

所得税および 

復興特別所得税 

【納期限】 

 ３月１７日（月） 

【振替期日】 

 ４月２２日（火） 

消費税および 

地方消費税 
（個 人） 

【納期限】 

 ３月３１日（月） 
【振替期日】 

 ４月２４日（木） 
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高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

同
じ
月
内
の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
一
定
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で

超
え
た
額
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 70

歳
以
上
の
人
も

領
収
書
の
原
本
が
必
要
で
す

４
月
か
ら 子

ど
も
医
療
費
助
成

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
市
内
に
在
住
す
る

子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

3月31日まで  ４月１日から

乳幼児 
( 出生～
小学校入学前） 

通 院・入 院  通 院・入 院  

小学生 入　院 通院・入 院  

中学生 入 院 

⇒

⇒
⇒

⇒
拡大

拡大―

助成の対象

小学生の通院
中学生の入院も対象に！

一部負担金
▼通院　医療機関ごとに月額５００円
▼入院　医療機関ごとに月額１０００円
　　　　　　（14日未満の入院は５００円）

（助成内容）  医療機関窓口での1
か月の支払合計金額から、一部負
担金を除いた額が助成されます。
※保険給付の対象とならない費用、入
院時の食事代、差額ベッド代、文書
料などは助成の対象外

助
成
を
受
け
る
に
は

◎
小
学
生
の
場
合

　

受
給
資
格
証
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
２
月
初
旬
に
該
当
者
に
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。届
か

な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。）

▼
県
内
の
医
療
機
関
等

　

を
受
診
し
た
場
合

　

健
康
保
険
証
と
受
給

資
格
証
を
病
院
窓
口
で

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
中
学
生
の
場
合

※

入
院
す
る
場
合
の
み
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▼
県
内
の
医
療
機
関
に

　
　
　

入
院
す
る
場
合

　

保
険
課
に
次
の
も
の

を
持
参
し「
子
ど
も
医
療

費
受
給
資
格
証
」の
交
付

を
受
け
て
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
印
鑑

③
振
込
先
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の

▼
県
外
の
医
療
機
関
等

　

を
受
診
し
た
場
合

　

保
険
課
に
次
の
も
の

を
持
参
し
、助
成
金
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
受
給
資
格
証

③
印
鑑

④
領
収
書

▼
県
外
の
医
療
機
関
に

　
　
　

入
院
し
た
場
合

　

一
旦
医
療
機
関
に
入
院

費
用
を
支
払
い
、保
険
課

に
次
の
も
の
を
持
参
し
て

助
成
金
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
印
鑑

③
振
込
先
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の

④
領
収
書

⑤
高
額
療
養
費
の
支
給
決

定
通
知（
加
入
し
て
い

る
保
険
者
か
ら
支
給
さ

れ
た
場
合
）

■
問
合
先　

保
険
課
福
祉
医
療
係　

本
庁（
内
線
３
７
３
）

第
三
者
行
為
で
国
民
健
康
保
険
を

使
用
す
る
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

第
三
者
行
為
と
は
？

第
三
者（
自
分
以
外
の
人
）が
原
因
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
を
指
し
ま
す
。（
例
）交
通
事
故
、他
人
の
飼
い
犬

に
噛
ま
れ
た
、け
ん
か
で
殴
ら
れ
て
怪
我
を
し
た
、な
ど

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
害

の
医
療
費
は
、加
害
者
が
負

担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て
治

療
を
受
け
た
場
合
は
国
民
健

康
保
険
が
一
時
立
て
替
え
を

し
て
、後
日
加
害
者
に
請
求

し
ま
す
。

　

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
国

民
健
康
保
険
を
使
用
し
た
場

合
は
、保
険
課
に
連
絡
し
て

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害

届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
保
険
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
領
収
書
の
原
本

が
必
要
で
す
。
領
収
書
は
必

ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
先

　

保
険
課

　

本
庁（
内
線
３
６
７
）

■
届
出
・
問
合
先　

保
険
課　

本
庁（
内
線
３
６
７
）

保
険

保
険保

険

18くらしのメモ



医
療
費
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
　

を
使
い
ま
し
ょ
う

　

五
條
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
費
の
増
加
を
抑
え
、

大
切
な
保
険
税
を
無
駄
な
く
使
う
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
の
利
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

医
療
費
が
ど
れ
だ
け
お
得
か

対
象
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
服
用
し
て
い
る

薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
た
と
き
、

自
己
負
担
額
が
５
０
０
円

以
上
軽
減
で
き
る
と
見
込

ま
れ
る
皆
さ
ん
に
、
年
２

回
差
額
通
知
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
の
通
知
の
対
象

者
は
五
條
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
、
平
成
25
年

10
月
に
薬
の
処
方
を
受
け

た
人
で
す
。

（
２
月
下
旬
発
送
予
定
）

■
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
２
６
７
）

※

こ
れ
ら
の
通
知
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変

更
を
強
要
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
切
り
替
え
は
、
医
師
に

相
談
し
、
選
択
や
使
用
方

法
に
は
薬
剤
師
と
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

退
職（
失
業
）で
保
険
料
が
支
払
え
な
い
場
合

特
例
免
除
制
度
が

　

利
用
で
き
ま
す

　

次
の
も
の
を
持
参
し
て

市
役
所
市
民
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
等
の
写
し

※

公
務
員
だ
っ
た
人
は
退

職
辞
令
の
写
し

※

退
職（
失
業
）し
た
年
度

と
翌
年
度
に
限
り
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
所
得
の
う
ち
申
請

者
本
人
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
年
金
係

　

本
庁（
内
線
３
０
０
）

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
退
職（
失
業
）し
た
時
は
、

市
役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、月
額
１
５
０
４

０
円（
平
成
25
年
度
の
金
額
）の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。た
だ
し
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
に
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

ご
存
知
で
す
か
？
お
得
な
制
度

　

国
民
年
金
で
は
、
口
座
振

替
や
現
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
保
険
料
を
前
払
い

す
る
と
割
引
さ
れ
る
「
前
納
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（※

口
座
振
替
は
現
金
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
）

　

口
座
振
替
で
平
成
26
年
度

の
１
年
分
の
前
納
を
す
る
に

は
、
２
月
末
ま
で
に
申
し
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
は
金
融
機
関
の
通

帳
と
届
出
印
を
持
参
し
て
、

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
す
で
に
口
座
振
替
で
前

納
し
て
い
る
人
は
、
再
度
申

し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
年
金
係

　

本
庁
（
内
線
３
０
０
）

年
金

保
険

年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
・
安
心
・
確
実
な

               

口
座
振
替
で
！

年
金

■
申
込
先

▼
市
役
所
市
民
課
年
金
係

▼
年
金
事
務
所

▼
全
国
の
銀
行
・
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
・
農
協
等
金
融

機
関

■
申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

②
通
帳

③
金
融
機
関
届
出
印

※

口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま

で
２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５

３
１

▼
市
民
課
年
金
係

　

本
庁
（
内
線
３
０
０
）
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西
吉
野
歴
史
散
歩
参
加
者
募
集

「
え
え
と
こ
見
つ
け
隊
」

　
　
　
　

参
加
者
募
集

西
吉
野
の
自
然

歴
史
を
再
発
見

　
「
え
え
と
こ
見
つ
け
隊
」
で
は
、
西
吉
野
の
良
さ
を
知
っ
て
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と

「
ま
ぼ
ろ
し
の
五
新
鉄
道
」
跡
を
利
用
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
美
し

い
西
吉
野
の
景
色
を
見
な
が
ら
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
16
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

　

午
後
２
時
30
分

  （
午
前
８
時
30
分
受
付
）

※

少
雨
決
行

■
集
合
場
所　

西
吉
野
支
所

駐
車
場

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す

る
小
・
中
学
生
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
可
）

■
定
員　

25
名
（
先
着
順
）

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
午
前
の
部　

五
新
鉄
道

（
霊
安
寺
〜
賀
名
生
）

　

徒
歩
２
時
間 

▼
午
後
の
部　

賀
名
生
の
里

霊
安
寺
〜
賀
名
生　

五
新
鉄
道
跡
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

歴
史
民
俗
資
料
館 

見
学

■
参
加
費　

２
０
０
円
（
昼

食
代
を
含
む
）

■
準
備
物　

懐
中
電
灯
、
雨

具
、
お
茶
、
筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

①
氏
名　

②

住
所　

③
連
絡
先
を
２
月

20
日
（
木
）
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
保
護

者
同
伴
の
場
合
も
申
し
込

み
が
必
要
）

■
問
合
先

　
「
西
吉
野
え
え
と
こ
見
つ

け
隊
」
企
画
実
行
委
員
会

  （
社
会
福
祉
法
人
五
條
市
社

会
福
祉
協
議
会
西
吉
野
・

大
塔
支
所
）

☎
３
３
・
０
２
９
４

  

fax
３
３
・
９
２
２
０

〜
福
寿
草
の
見
学
と
堀
家
住
宅
で
の
か
ま
ど
体
験
〜

　

見
頃
を
迎
え
る
福
寿
草
の
自
生
地
を
見

学
し
、
５
０
０
年
前
頃
に
建
て
ら
れ
た
堀

家
住
宅
の
七
つ
口
の
か
ま
ど
で
、
ご
飯
を

炊
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
炊
き
あ
が
っ
た
ご

飯
は
、
地
元
特
産
の
料
理
と
一
緒
に
、
昼

食
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

２
月
21
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※

雨
天
決
行

■
集
合
場
所

　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

  （
Ｊ
Ｒ
五
条
駅
・
市
民
会
館
・
県
立
五
條

病
院
か
ら
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

■
行
程　

堀
家
住
宅
の
見
学
と
か
ま
ど
体

験
↓　

昼
食
↓　

福
寿
草
の
自
生
地
の

見
学
↓　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料

館
と
周
辺
見
学

■
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食
代
、
保

険
代
、
施
設
見
学
料
等
を
含
む
）

■
定
員　

先
着
22
人
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
方
法　

２
月
16
日
（
日
）
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

賀
名
生
の
里
歴
史
民

俗
資
料
館

　

☎
３
２
・
９
０
１
０

　

anounosato-m
useum

@
kcn.jp

 （
月
曜
日
お
よ
び
祝
日
の
翌
日
休
館
）

堀家住宅（重要文化財）のかまどでご飯を炊きましょう

福寿草の自生地（県天然記念物）を見学します

20イベント案内／おしらせ



い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
か
か
え
な
が
ら
、
青
畝

の
句
は
明
る
く
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
、
し
か

も
人
生
や
自
然
の
深
い
輝
き
を
語
り
ま
す
。

畝
傍
中
学
を
卒
業
後
南
都
銀
行
に
入
社
。

俳
誌
「
か
つ
ら
ぎ
」
を
主
宰
し
、
多
く
の

俳
人
を
育
て
ま
し
た
。
五
條
に
も
し
ば
し

ば
訪
れ
、
五
條
を
め
ぐ
る
句
も
残
し
て
い

ま
す
。
西
吉
野
賀
名
生
の
重
要
文
化
財「
堀

家
住
宅
」
に
は
「
南
朝
の
末
の
末
と
し
鯉

幟
」
と
刻
ん
だ
青
畝
の
句
碑
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
近
内
の
藤
岡
玉
骨
の
生
家
を
訪

ね
て
詠
ん
だ
句
は
、「
門
川
や
冬
菜
洗
へ

ば
用
な
さ
さ
う
」。
賀
名
生
の
梅
林
を
詠

ん
だ
句
は
三
句
あ
り
ま
す
。「
う
る
ほ
ひ

し
雨
の
大
和
の
濃
紅
梅
」
な
ど
。
梅
の
季

節
が
訪
れ
た
な
ら
赤
い
ミ
ニ
バ
ス
き
ず
な

号
で
、
五
新
線
跡
の
道
路
を
通
る
西
吉
野

の
探
梅
行
を
企
画
し
ま
す
。
青
畝
の
句
を

た
よ
り
に
五
條
を
再
発
見
と
い
う
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

学
芸
員　

川
村
優
理

毎週月曜日休館（月曜が祝日の場合は翌日）入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）
　

藤
岡
家
住
宅
は
平
成
20
年
11
月
11
日
に

開
館
し
ま
し
た
。
平
成
20
年
の
間
は
無
料

で
見
学
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
歳

が
明
け
、
修
復
作
業
も
完
了
し
た
平
成
21

年
１
月
９
日
か
ら
は
入
館
の
際
に
維
持
管

理
ご
協
力
金
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
有
料
に
な
っ
て
、
さ
て
お
客
さ
ま

が
来
て
く
れ
る
の
か
と
、
実
は
と
て
も
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
月
９
日
の
午
前

10
時
、
一
人
の
男
性
が
北
宇
智
駅
か
ら
の

坂
道
を
上
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

人
が
、
奈
良
県
が
生
ん
だ
偉
大
な
俳
人
、

阿
波
野
青
畝
の
長
男
、
阿
波
野
健
次
さ
ん

で
し
た
。
本
年
は
１
月
か
ら
３
月
ま
で
阿

波
野
青
畝
の
作
品
と
著
作
、
お
よ
そ
百
点

を
館
内
に
展
示
し
ま
す
。

　

阿
波
野
青
畝
（
明
治
32
年
〜
平
成
４
年
）

は
高
取
町
の
橋
本
家
に
生
ま
れ
、
19
歳
で

高
濱
虚
子
に
師
事
し
、
25
歳
で
俳
誌
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
の
選
者
と
な
り
ま
し
た
。
小

さ
い
頃
わ
ず
ら
っ
た
病
気
が
元
で
難
聴
と

見取り図案内其の六一　　
「阿波野青畝と五條」

～展示案内～　
▼３月３０日（日）まで
　「青畝百点　～俳人阿波野青畝
の作品と著作～」

　「午歳（うまどし）」展
～イベント案内～
▼２月１９日（水）
　梅香るランチサロン
▼第６回「藤岡玉骨記念俳句大会」
作品募集中

　応募句締切　２月１５日（土）
　※当日消印有効

あ  わ  の  せい ほ

な
ん
ち
ょ
う
の
す
え
の
す
え
と
し
こ
い

ぎ
ょ
っ
こ
つ

か
ど
か
わ
や
ふ
ゆ
な
あ
ら
え

う
る
お
いた

ん
ば
い

し
あ
め
の  

や
ま
と 

の 

こ
き
こ
う
ば
い

の
ぼ
り

ば
よ
う
な
さ
そ
う

こ
う

阿波野青畝展　開催中

■
日
時　

３
月
１
日（
土
）

■
場
所

　

ま
ち
な
み
伝
承
館 

　
（
新
町
通
り
）

■
開
演

▼
午
前
の
部　

10
時
30
分

▼
午
後
の
部　

１
時
30
分

　

２
回
公
演　

　
（
各
回
限
定
60
席
）

　

解
説
、文
楽
教
室
あ
り

■
出
演
者

　

浄
瑠
璃　

豊
竹 

英
大
夫

　

三
味
線　

鶴
澤 

清
介

　

人　

形　

桐
竹 

勘
十
郎

■
観
劇
料　

５
０
０
０
円

（
全
席
自
由
）

■
別
途
交
流
会

　

出
演
者
の
方
を
囲
ん
で

交
流
お
食
事
会
も
開
催
し

ま
す（
５
０
０
０
円
）

■
主
催
・
問
合
先

　

N
P
O
法
人
大
和
社
中

☎
２
６
・
６
６
７
７

（
平
日
10
時
〜
17
時
）

　まちや浄瑠璃

～傾城恋飛脚～

昨年の公演のようす

新口村の段

新
町

文
楽
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ア
ー
ト
講
座

　

〜
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
〜

　

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
早
春
の
寄

せ
植
え
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
８
日 (

土)　

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

春
ら
し
い
明
る
い
色

の
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生
（
ガ

ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円 (

利
用

団
体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
。

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み)

■
持
ち
物　

軍
手
、
筆
記
用
具
、

作
品
持
ち
帰
り
用
袋
、
ス
コ
ッ

プ
、
古
新
聞

■
申
込
方
法　

２
月
15
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

ア
ー
ト
講
座
〜
ち
ぎ
り
絵
〜

　

春
の
風
景
を
ち
ぎ
り
絵
で
表
現

し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
28
日
（
金
）

湾
出
身
の
料
理
上
手
主
婦
）

■
申
込
方
法　

２
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
。
筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

ヘ
ル
ス
講
座
〜
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

　

音
楽
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
体

操
で
、
楽
し
く
体
力
づ
く
り
。

■
日
時　

２
月
13
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤
貴
久
子
先
生

（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

■
参
加
費　

利
用
団
体
会
費
３
０

０
円
の
み
。（
今
年
度
ヘ
ル
ス

講
座
に
参
加
し
た
人
は
無
料
）

■
持
ち
物　

体
操
の
で
き
る
服
装
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
申
込
方
法　

２
月
10
日 （
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以

上
就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
） 

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

ら
く
ら
く
介
護
術
・
健
康
体
操

家
族
介
護
教
室　

参
加
者
募
集

　

楽
し
く
介
護
で
き
る
介
護
術
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
９
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場

　

阪
合
部
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

介
護
を
し
て
い
る
人
、

介
護
に
関
心
の
あ
る
人
等

■
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
問
合
先　

ル
ポ
ゼ
ま
き
の
（
上

山
・
浅
野
・
中
本
）

☎
２
３
・
０
７
１
１

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
乗

り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

本
場
の
台
湾
家
庭
料
理

〜
豚
の
角
煮
・
大
根
餅
〜

■
日
時　

３
月
９
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
３
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
。

今
年
度
同
講
座
に
参
加
し
た
人

は
材
料
費
の
み
。）

■
指
導
者　

阿
部
彩
珠
先
生
（
台

広告募
集

毎
月
１
５
８
０
０
部
発
行

広
報

申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
詳
細
は
五
條
市

■
問
合
先　

ふ
る
さ
と
創
造
課

講　

座

～人権を確かめあう市民のつどい～人権
講演会

　人権が尊重される明るいまちづくりのため、
人権を確かめあう市民のつどいを開催します。
皆さんの参加をお待ちしています。

２/16
（日）

午後１時～　受付
午後１時 30分開会
▼会場 市民会館
■記念講演
一緒に生きて行きましょう
～あなたの愛を求めています～
　講師  家田  荘子 さん
　（作家・高野山真言宗僧侶ほか、多分野で活躍）

～家田荘子さんプロフィール～　女優、OLなど多くの職歴を経て作家となり、
1991 年『私を抱いてそしてキスして―エイズ患者と過ごした一年の壮絶記録』で
大宅壮一ノンフィクション賞を受賞。２００７年には僧侶となり、高野山奥の院
等に不定期に駐在して法話を行っている。著作は『極道の妻たち』など 128 作品。

第 19回 なら・ヒューマンフェスティバル
　同和問題をはじめ、あらゆる人権問題をイベン
トや資料展示を通じて考える催しです。皆さんの
ご来場をお待ちしています。

▼オープニング　吉野川あばれ太鼓
▼ミニコンサート　五條小学校金管バンド・五
條東中学校吹奏楽部
▼メインイベント　ウクライナの歌姫
　～ナターシャ・グジー～
▼幼稚園、市内小・中学生の作品展、五條市災
害復興啓発パネル展も開催（10時～ 16時）。

ナターシャ・グジー：水晶の歌声とウクライナの民謡
楽器「バンドゥーラ」の可憐な響き。チェルノブイリ原爆
事故の体験談も交え、勇気や希望を人々の心に届けます。

２/８
（土）

午後 1時～
▼会場
　市民会館

参加費無料／申込不要

▼なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会事務局 ☎0742・27・8719

▼五條市人権・同和問題啓発活動推進本部事務局 ☎ 25・1137 ▼生涯学習課　本庁（内線８１８）

撮
影
：
広
河
隆
一
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無
料
で
楽
し
め
ま
す
。

※

送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前

（
休
館
日
は
そ
の
前
日
）
ま
で
に
、

名
前
、
電
話
番
号
、
乗
車
場
所

（
最
寄
の
バ
ス
停
）
を
連
絡
し

て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
個
別
相
談
会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
）
の
悩
み
、
苦
労
を
専

門
家
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
場
所

▼
２
月
18
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

正
午  

／
奈
良
県
文
化
会
館

▼
２
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正

午 

／
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
人

■
相
談
対
応
者　

専
門
看
護
師
、

支
部
役
員 ※

無
料
・
申
込
不
要

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
奈
良
県
支
部

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

《
大
塔
地
区
》

　

２
月
は
道
路
の
凍
結
や
積
雪
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
定
日
の

設
定
は
行
い
ま
せ
ん
。
希
望
者
は

直
接
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
憩
の
家　

開
放
日

　

次
の
日
程
は
施
設
の
開
放
日
で
、

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。※

乗

車
時
間
は
予
約
状
況
に
よ
り
調
整

し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
旧
五
條
市
内
コ
ー
ス

　

２
月
７
日
（
金
）、
28
日
（
金
）

　

３
月
10
日
（
月
）、
28
日
（
金
）

▼
旧
西
吉
野
コ
ー
ス

　

２
月
15
日
（
土
）、
22
日
（
土
）

　

３
月
３
日
（
月
）、
17
日
（
月
）

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時  （
カ
ラ
オ
ケ
は
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
）

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

※

旧
大
塔
村
コ
ー
ス
は
現
在
運
航

し
て
い
ま
せ
ん
。

※
カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
材
料
費
必

要
）、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会

　
「
源
流
体
験
会
」
参
加
者
募
集

　

紀
の
川
（
吉
野
川
）
の
源
流
、

川
上
村
の
森
を
訪
ね
、
水
環
境
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

　

３
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

■
場
所　

川
上
村
（
森
と
水
の
源

流
館
集
合
）

■
定
員 
先
着
50
人

■
申
込
締
切　

２
月
24
日
（
月
）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で 

①
氏
名
（
団
体
名
）

②
住
所　

③
電
話
（
フ
ァ
ッ
ク

ス
）
番
号 

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

都
市
計
画
課

　

内
線
（
４
０
２
）

　

fax 

２
４
・
４
６
２
６

　

午
後
１
時
〜
５
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

２
１
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
。

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
。）

■
持
ち
物　

フ
エ
キ
の
り
・
は
さ

み
・
鉛
筆
・
筆 

・
お
し
ぼ
り
・

鉄
筆
・
広
告
紙
・
先
の
と
が
っ

た
ピ
ン
セ
ッ
ト
・
め
う
ち
ま
た

は
竹
串

■
指
導
者　

森
岡
武
子
先
生
（
し

ゅ
ん
こ
う
ち
ぎ
り
絵
講
師
）

■
申
込
方
法　

２
月
20
日 （
木
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

お
知
ら
せ

市
民
の
善
意

市
民
に
身
近
な
、
信
頼
の
広
告
媒
体

五
條

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
広
告
」
と
検
索

　

本
庁
（
内
線
２
１
４
）

催　

し

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
五
條
市
ス
カ
ウ
ト
育
成
協
議
会

▼
石
田　

順
子
（
小
和
町
）

▼
植
村　

和
明
（
三
在
町
）

▼
井
上　

富
雄
（
須
恵
）

《
福
祉
基
金
》

▼
高
野
山
真
言
宗
内
吉
野
宗
務
支
所

参加
者

募  
集

４月６日（日）
歌と踊りの集い

～ゲスト歌手～  
峰  じゅん子 （キングレコード）

▽申込締切
３月10日（月）
※先着70名様

入場無料・来場者全員に粗品進呈
餅まきもあります（手渡し）

参加費2000円（お茶・お弁当付）

▼申込、問合先 カラオケ喫茶白馬　☎２５・３７７３

場所  市民会館ホール

23



平成２６年 2 月発行  第７８４号

発行 五條市

編集 市長公室ふるさと創造課

　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

　

「
来
賓
姓
名
録
」
の
中
に
は
、

水
郡
長
雄
（
通
称
：
善
之
祐
、
１

８
２
６
〜
６
４
）
、
宍
戸
昌
明

（
通
称
：
弥
四
郎
、
１
８
３
３
〜

６
３
）
、
池
内
蔵
太
（
１
８
４
１

〜
６
６
）
な
ど
、
天
誅
組
の
主
要

メ
ン
バ
ー
の
顔
ぶ
れ
も
見
ら
れ
ま

す
。
水
郡
は
、
河
内
国
甲
田
村

（
現
在
の
富
田
林
市
甲
田
）
の
大

庄
屋
で
、
約
30
名
の
「
河
内
勢
」

を
率
い
て
参
加
し
た
人
物
で
す
。

宍
戸
は
、
同
じ
三
河
国
刈
谷
藩

（
現
在
の
愛
知
県
刈
谷
市
）
出
身

で
三
総
裁
の
一
人
の
松
本
奎
堂
と

と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。
池
は
、

土
佐
藩
（
現
在
の
高
知
県
）
出
身

で
、
天
誅
組
の
変
後
も
生
き
残
り
、

幼
い
頃
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
坂
本

龍
馬
の
亀
山
社
中
に
も
参
加
し

ま
す
。

　

署
名
を
残
し
た
志
士
14
名
の

中
に
、
な
ぜ
か
、
８
月
20
日
の

天
辻
へ
の
本
陣
移
動
の
際
、
五

條
御
政
府
（
櫻
井
寺
）
の
留
守

役
に
任
命
さ
れ
た
水
郡
、
池
、

安
積
五
郎
を
は
じ
め
と
す
る
数

名
が
確
認
で
き
ま
す
。
天
誅
組

は
、
前
日
の
19
日
の
夕
刻
、
紀

州
伊
都
郡
橋
本
（
現
在
の
橋
本

市
）
に
和
歌
山
藩
兵
が
現
れ
た

と
い
う
情
報
を
受
け
、
二
見
村

ま
で
出
陣
し
ま
す
。
こ
の
留
守

役
の
第
一
の
目
的
は
、
追
討
軍

に
備
え
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
た

め
、
翌
20
日
の
朝
に
は
、
櫻
井

寺
に
留
ま
り
本
隊
を
見
送
っ
た

も
の
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
署
名
が

20
日
に
記
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
、

堀
家
の
訪
問
を
、
勤
王
の
志
士

〒637-8501

奈良県五條市本町 1 丁目 1 番 1 号

☎0747・22・4001

るる

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
３
８
０
６
人　
　
　

男
１
６
１
３
５
人　
　
　

  

女
１
７
６
７
１
人　

   　
　

世
帯
１
３
７
８
８

　
　

  　

（
▲
７
８
）　
　
　
　
　

   

（
▲
３
２
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
４
６
）　
　
　
　
　
　

      

（
▲
２
５
）

（
12
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

た
ち
の
士
気
を
高

め
る
た
め
、
南
朝

ゆ
か
り
の
史
跡
を

留
守
役
と
と
も
に

訪
問
し
た
計
画
的

な
行
動
と
す
る
見

解
も
あ
り
ま
す

（
吉
見
良
三
『
天

誅
組
紀
行
』
人
文

書
院　

１
９
９
３

年
）
。
因
み
に
、

櫻
井
寺
か
ら
堀
家

ま
で
は
、
片
道
２

里
弱
（
約
７
．
５

㎞
）
の
距
離
が
あ

１
５
０
年
記
念
に
戻
っ
て
き
た

　
　

天
誅
組
資
料
〜
そ
の
２
〜

ら
い
ひ
ん
せ
い
め
い
ろ
く

ぜ
ん
の
す
け

や
し
ろ
う

き
ん
の
う

り
、
普
通
に
歩
け
ば
１
刻
（
約

２
時
間
）
程
で
行
く
こ
と
が
可

能
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
見

解
で
も
問
題
は
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
、
「
来
賓
姓
名

録
」
の
前
書
の
日
付
は
「
八
月

某
日
」
と
あ
る
の
み
で
確
証
は

な
く
、
天
誅
組
の
志
士
た
ち
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
こ
の
署
名

を
記
し
た
の
か
、
想
像
が
膨
ら

み
ま
す
。

　

 

ま
た
、
筑
後
国
久
留
米
藩

（
現
在
の
福
岡
県
久
留
米
市
）

の
鶴
田
陶
司
（
１
８
４
０
〜
６

４
）
の
署
名
に
は
、
「
（
前

略
）
讒
言
三
タ
ビ
至
ラ
バ
慈
親

（
愛
情
の
深
い
親
）
モ
惑
フ
。

尽
シ
難
シ
平
生
報
国
ノ
情
」

（
原
文
漢
文
）
と
い
う
漢
詩
が

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩

は
、
孝
明
天
皇
の
大
和
行
幸
中

止
に
よ
っ
て
大
義
名
分
を
失
い
、

苦
境
に
立
た
さ
れ
た
志
士
た
ち

の
心
情
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

（
続
く
）

と
き

ち
く
ご

に
ご
り

し
し
ど

い
け 

く 

ら  

た

こ
う
だ
む
ら

け
い
ど
う

か
め
や
ま
し
ゃ
ち
ゅ
う

あ
さ
か

つ
る
た 

と
う
じ

ざ
ん
げ
ん
み

じ
し
ん

ま
ど

つ
く

が
た

へ
い
ぜ
い
ほ
う
こ
く　

じ
ょ
う

こ
う
め
い

「
来
賓
姓
名
録
」
に
記
さ
れ
た
天
誅
組
志
士
の
名
前

市  民  ご  よ  み

2月5日(水)・17日（月）・26日(水)
 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

２月１０日（月）　
 児童手当の定時支払日
　金融機関の口座を確認してください。

　問合◎児童福祉課 
　　　　本庁（内線３６６）

２月１１日（火）　
 人権を確かめあう日

２月１９日（水）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

２月２2日 （土）・２3日（日）
 第8回 五條市西吉野ふれあい文化祭
　場所◎西吉野コミュニティセンター

　　　◎白銀南公民館

　▼22日１２時５５分～
　　カラオケ発表

　▼23日　９時３０分～
　　舞台発表、囲碁、お茶席、模擬店等

　▼両日　 ９時～
　　生け花・書道・俳句・写真・陶芸・フ

ラワーアレンジメント・町内幼小

中高作品の展示等

　問合◎西吉野支所 ☎３３・０３０１

毎週火・木曜日
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

■問合先　地域包括支援センター　本庁（内線３０９）

要介護状態になる要因、膝や腰の痛み。肥満は膝や腰に大
きな負担をかけます。普段から筋肉を鍛えましょう。プチ

健康

講座
Vo
l .1
5

■問合先
▽税務課徴収対策室 本庁（内線260）
▽保険課保険税係　 本庁（内線368）

2 月は
固定資産税 都市計画税・第４期
国民健康保険税・第８期
納期限は 2 月 28 日（金）まで

★片脚立ち　左右１分間ずつ　１日３回
　机の横などで、背筋を伸ばし片方の脚を床に着かない
程度に持ち上げ１分間キープ。
★スクワット　１セット５～６回　１日３回
　脚を肩幅より広めに立ち、膝がつま先より前に出ない
よう、お尻を後ろに引くように体をしずめましょう。

～毎日こつこつ体操・肥満予防～

ユーチューブで配信中

「
恋
す
る
フ
ォ
ー
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ュ
ン
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五
條
市
版
公
開
中

▼受付時間　
　10 時～正午、13 時～ 16 時
場所◎五條市役所

2月14日（金）

献血を
実施します
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